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［教育プログラムの概要］ 

今日の生命科学の発展には数理科学との協調が不可欠である。例えばヒトゲノムプロジェクトの

推進に大きく貢献したのは，コンピュータ科学，数学，統計学，情報科学などの数理科学であった。

数理分子生命理学専攻では，このような時代の WANT に応えるために，2000 年度から「バイオイ

ンフォマティクス」を開講した。また「魅力ある大学院教育」イニシアティブの採択に伴って 2005 
年度から大学院においては「ゲノミクス」「プロテオミクス」を，学部においては「システムバイ

オロジー」を開講し，数理生命科学の研究を志す少数精鋭の人材育成に努めてきた。 
しかしながら，「数理生命科学」の爆発的な発展に寄与するためには，少数精鋭の人材育成では

なく，「数理科学」と「生命科学」との「融合領域」で研究を展開できる多くの優れた人材の育成

が急務である。また，そこで真に求められている「数理生命科学」を発展させていく人材は，「シ

ステムバイオロジー」などの既存の学問領域の知識を「知っている」学生ではなく，それらの学問

の philosophy を理解し，「使いこなしてゆく」学生である。 
次世代の「数理生命科学」を担う多くの優れた研究者を育成するには，一専攻あるいは一大学の

面子や「こだわり」に縛られるのではなく，同じ志をもつ教育・研究拠点が連合し，日本の「数理

生命科学」教育のスタンダードを構築する必要がある。広島大学大学院理学研究科数理分子生命理

学専攻の生命現象の実験･数理, 明治大学大学院理工学研究科基礎理工学専攻の生命の「形づくり」

などの現象数理，そして協力大学の生命物理（京都大学および北海道大学など）のそれぞれが統合

し，そこで培われている教育を補完しあえれば，新しい「数理生命科学」の創生を担う新世紀型の

研究者を育成することができる。また，これはそれぞれの教育・研究拠点のもつ特色（広島大学の

「教育システム」, 明治大学の「国際性」，協力大学の「先端性」）を融合し，新しい「数理生命

科学」教育法を開発することに他ならない（右下図）。 
そこで，我々は広島大学, 明治大学および協力大学の「数理生命分野」が融合することによって，

以下のような「数理生命科学」教育法を提案する。                      

（１）博士課程前期においては，カリキュラムの 
互換および協調的教育法により，数学の知 

識を持った生命科学者および生命科学の知 

識を持った数学者の育成を行う。 
（２）博士課程後期においては，数理科学や生命 

科学の知識を付与するプログラム（例えば 
拠点専攻間での学生の流動研究）を策定し， 
実施することによって，未来の「数理生命 

科学」研究を担う学生たちの研究領域を広 

げることをサポートする。 

（３）数理科学と生命科学の融合領域の研究にフ 
   ァンディングを行うことにより，学生自ら 

が開拓した「数理生命科学」研究を支援す 

るとともに，国内外の周辺領域から「数理 

生命科学」研究を志す学生を呼び込む。 

 



広島大学：数理生命科学融合教育コンソーシアムの形成 

 

 履修プロセスの概念図（履修指導及び研究指導のプロセスについて全体像と特徴がわかるように図示してください。）

 

 

 
 

                        「概論的講義」/必修 
                 ＝『教員間の「セッション講義」形式』 
                  対象講義 
                     広島大学「生命理学概論」 

明治大学「理工学研究科総合講義」 
                       協力大学（例えば京都大学の「非線系物理特論」など) 
 

「構造論的な生命観」と     正統的周辺参加 
「還元論的な生命観」との  学生たちは, 教員たちの会話を聞くこと 

セッション講義 によって「数理生命科学」の構造的諸問 
ＨＯＭＥ＆ＡＷＡＹ方式   題を理解する  

 

 
「基盤的講義」/選択必修       「数理･生命融合プロジェクト」/選択 

    ＝『オーダーメイドカリキュラム』        ＝『社会に向けての発信』  
                       
    講義選択の幅は, 広島大学と明治大学     「数理科学の学生」  「生命科学の学生」 
    に加えて, 協力大学の専攻講義             共感する・連帯する 

   (単位互換制度による認定)        
                                            ポポーートトフフォォリリオオ 
     スムースな受講のために各講義          高校生のための「数理生命科学」 

       ではe-learning教材を揃える   にによよるる形形成成的的評評価価        教材の開発 

 
                                                      
                                         SSH高校等での 
                       博士課程前期までに・・・              サイエンスカフェ 
 

            確かな基盤学力           協調的学習手法によるコミュニティー形成 
 
数理科学系の学生は「生命科学」の本質を理解し,  数理科学と生命科学の学生が「つながる」こと 
生命科学系の学生は「数理科学」のスキルを修得  の重要性を実感し, お互いの「文化」を尊重し 
し, 使える知識(知力)を身につける        て議論できる環境を醸成する 

        
                         

          [博士課程前期では] 

 

              

                

                                     

                                          

 
                         「数理生命科学」の将来を託すこと     
                         ができる研究者を育成するために 

      博士課程後期の学生がファシリテ  「数理科学」と「生命科学」が融  国外の「数理生命科学」の拠点大 

    －タ－となり,『数理生命科学』   合する研究テーマに対してグラン  学で, 「数理科学」系の学生は生 

   のトピックスを専門外の大学院生  トを与える。この際, 単独研究よ  命科学を, 「生命科学」系の学生 

    および学部生にわかるように90分  りも共同研究を優先する。また,   は数理科学を学ばせる。 

    程度のワークショップ授業を行う。 各大学では『グラント申請のため   特に, 韓国, 中国などの拠点大 

     優秀なワークショップは, サイ  の講習会』を開催し, 将来, 科学  学で学ばせることにより, 日本を 

    エンスカフェにより, 社会へ向け  研究費などの競争的資金調達のス  中心とした, 東アジア「数理生命 

    発信する。            キルを学ぶ。           科学コンソーシアム」を形成する。 

 

 

       [博士課程後期では] 

             

                   

博士課程前期 

博士課程後期 

数理生命科学 
ワークショップ 

提案型研究

国際拠点での 
協調的研究 

融合分野の知識を持った視野の広い人材

「数理生命科学」の研究領域を切り開く国際性豊かな研究者 
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＜採択理由＞ 

 

 大学院教育の実質化に向けて、「新しい『数理生命科学』の創生を担う、新世紀型の研究者の育

成」を目指し、広島大学の「教育システム」、明治大学の「国際性」、その他の協力大学の「先端

性」を融合し、数理生命科学融合教育コンソーシアムの構築を目指す試みは高く評価できる。また、

双方の大学でオーダーメイドカリキュラムや提案型研究など、体系的な教育課程が構想されている

点も評価できる。 

 教育プログラムについては、「数理科学と生命科学の能力を身につけさせる」という人材養成目

的を具現化するため、「ポートフォリオ」による形成的成績評価法や、「生命科学の知識を持った

数学者」を育成する取組が計画されている点は高く評価でき、これまでの双方の大学の大学院教育

実施に取り組んできた実績からみても、その実現性、実効性が期待できる。ただし、コンソーシア

ムによる教育活動により、数理科学と生命科学を真に融合させるためには、教育課程に更なる工夫

が望まれる。 

 

 


